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別鈍牟今年雄輝防る年収Lょう
コロナに打ち勝ち、みんなが安心で、きる民主的な社会を実現しよう
2021年寒中お見舞い申し上げます二
昨年はたいへんご〉心配とご迷惑をおかけしました。私にとっても、昨年は大病を患い苦しい1年でした。そして、

世界中に感染拡大した「新型コロナウイルス」。これまでの生活が一変。ウイルスだけでなく、経済的にも追いつめ

られる人たちがいます二その中で、全く有効な対策をとれない無為無策の政府の姿が浮き彫りになりました。

この議会だよりがみなさんの手元に届くころには、この原稿を書いている今(20年12月)より、少しでも収束して
いることを願います二

2
0
2
0
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
加
え
、

7
月
の
豪
雨
災
害
な
ど
大
規
模
自
然
災
害

も
発
生
し
、
大
分
県
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
他
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
受

け
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
中
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
力
で
少
し
ず
つ
復
旧
・
復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
県
議
会
・
県
民
ク
ラ
ブ
も
県
や
国
に
対
し
、
現

地
を
調
査
し
物
資
を
は
じ
め
、
必
要
な
支
援
を
要
請
し

て
き
ま
し
た
。
現
状
復
旧
で
は
ま
た
同
じ
よ
う
な
災
害

が
起
き
た
場
合
、
同
じ
よ
う
な
被
害
が
発
生
す
る
た

め
、
改
善
復
旧
を
強
く
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
思
っ

た
以
上
に
被
害
が
ひ
ど
く
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
被

災
者
の
方
が
再
び
以
前
の
よ
う
な
生
活
に
戻
れ
る
た

め
に
も
、
私
た
ち
も
最
後
ま
で
支
援
と
協
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
強
力
な
感
染
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
飲
食
・
ホ
テ
ル
・

観
光
業
を
は
じ
め
、
パ
ス
や
タ
ク
シ
ー
業
界
な
ど
多
く

の
職
種
で
生
活
が
苦
し
く
な
り
困
窮
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
す
る
政
府
の
無
為
無
策
な
状
態
に
多
く
の
国

民
は
憤
っ
て
い
ま
す
。
経
済
活
動
を
止
め
な
い
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
ま
ず
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
止
め

て
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
政
府
に

は
私
た
ち
の
現
状
が
見
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
確
実
な
の
は
、
今
年
の
秋
ま
で
に
は
衆
議
院
の

解
散
・
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
の

与
党
に
、
こ
の
ま
ま
続
け
て
政
権
を
任
し
て
い
て
よ
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
、
安
心
・
安
全

で
民
主
的
な
日
本
社
会
の
実
現
の
た
め
に
も
、
今
回
の

選
挙
で
は
多
く
の
市
民
・
県
民
の
み
な
さ
ん
が
大
切
な

一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
干
支
は
「
丑
」
で
す
ね
。
そ
し
て
私
は

H

年
男
H

で
す
。
つ
ま
り
は
「
還
暦
」
。
大
き
な
病
気
か
ら

生
還
し
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気
持
ち
で
、
が
ん

}

ば
り
ま
す
け
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

‘

2020年第4田県議会定例会報告

第
4
固
定
例
会
は
、
昨
年
日
月
お
日
か

ら
ロ
月
日
日
ま
で
の
口
日
間
の
会
期
で
開

会
し
ま
し
た
。

今
回
は
大
分
空
港
(
国
東
市
)
と
大
分
市

を
結
ぶ
ホ

l
バ
l
ク
ラ
フ
ト
導
入
費
を
含

む
「
大
分
空
港
海
上
ア
ク
セ
ス
整
備
事
業
」

を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
(
補
正

額

2
億

8
3
3
4
万
1
千
円
、
累
計
7
7
5

7
億

7
6
3
万
4
千
円
)
な
ど
、
ロ
議
案
を

上
程
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
叩
月
に
逝
去
さ
れ
た
漬
田
洋
県
議

(
自
民
党
)
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、
馬
場
林

議
員
(
県
民
ク
ラ
ブ
)
が
追
悼
演
説
を
行
い

ま
し
た
。



1
年
5
カ
月
ぶ
り
に
一
般
質
問
に
立
た
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
回
、
県
の
執
行
部
に
質
問
し
た
内
容
は
、
大
き
く

5
項
目
。

や
や
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
時
間
的
に
詰
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
が
、
心
残
り
で
す
。
そ
の
分
は
、
ま
た
次
回
に
・
・
。

一
般
質
問
で
訴
え
た
内
容
(
要
旨
)

大
き
く
左
記
の
五
項
目
に
つ
い
て
、
県

の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

日
出
生
台
実
弾
射
撃
訓
練
に
つ
い
て

医
療
現
場
の
課
題
に
つ
い
て

横
断
歩
道
で
の

運
転
マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
い
て

学
校
現
場
の
課
題
に
つ
い
て

四三五
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
未
婚
者
や
晩

婚
者
へ
の
支
援
策
と
多
子
世
帯
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

知
事
は
、
現
在
県
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
や
不
妊
治
療
へ

の
費
用
の
上
乗
せ
、
保
育
料
の
助
成
制
度

等
の
支
援
策
を
紹
介
し
、
引
き
続
き
結

婚
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切

れ
目
な
い
支
援
に
取
り
組
む
と
答
弁
し

ま
し
た
。
日
出
生
台
実
弾
射
撃
訓
練
に
つ
い
て
、

日
米
合
同
委
員
会
の
話
し
合
い
と
今
後

闘
の
対
応
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

田

知
事
は
、
「
日
米
合
同
委
員
会
で
の
協

明
議
が
整
い
次
第
、
説
明
す
る
」
と
返
答
が

あ
っ
た
と
明
か
し
た
上
で
、
将
来
に
わ
た

る
縮
小
・
廃
止
が
県
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と

答
弁
。
引
き
続
き
確
認
等
の
順
守
を
強
く

求
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

医
療
に
つ
い
て
は
、
特
に
白
血
病
の
現

状
と
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
が
少
な
い
こ
と

を
取
り
上
げ
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

福
祉
保
健
部
長
は
、
啓
発
用
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
S
N
S
等
の
活
用
、
企

業
へ
の
支
援
制
度
も
創
設
し
、
関
係
者
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
の
確
保
や
労
働

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
健
康
で
安
心

し
て
働
け
る
環
境
整
備
は
重
要
と
認
識

し、

I
C
T
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
の

支
援
や
特
定
医
療
行
為
を
行
え
る
ナ

l

ス
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
l
の
養
成
を
推

進
し
て
い
る
こ
と
や

M
問
診
シ
ス
テ
ム

導
入
等
の
先
進
事
例
の
紹
介
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

学
校
現
場
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今
後
の
修
学
旅
行
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
日
田
市
中
津
江

の
鯛
生
金
山
が
中
学
校
の
修
学
旅
行
先

と
し
て
誘
致
を
始
め
た
こ
と
を
紹
介
し

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

観
光
局
長
は
、
可
能
な
限
り
県
内
実
施

等
も
検
討
す
る
よ
う
県
立
・
私
立
・
市
町

村
教
委
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
2

2
0
校
、
中
学
校
却
校
が
県
内
で
実
施
し

好
評
だ

っ
た
と
報
告
。
引
き
続
き
情
報
を

提
供
し
、
修
学
旅
行
の
県
内
実
施
を
働
き

か
け
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
車
の

一
時
停
止
に
つ
い
て
、
大
分
県
は
九
州
・

沖
縄
で
最
も
低
い
現
状
を
指
摘
し
、
横
断

歩
道
は
交
通
弱
者
の
歩
行
者
が
優
先
と

の
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

警
察
本
部
長
は
、
街
頭
に
お
け
る
交
通

指
導
取
り
締
ま
り
ゃ
歩
行
者
へ
の
正
し

い
横
断
指
導
の
強
化
、
「
マ
ナ

I
ア
ッ
プ
」

の
広
報
啓
発
や
交
通
安
全
教
育
、
横
断
歩

道
の
高
輝
度
化
な
ど
に
努
め
る
と
述
べ

ま
し
た
。
教
職
員
の
広
域
人
事
の
弊
害
に
つ
い

て
、
少
子
化

対

策

と

絡

め
、
見
直
し

の
時
期
で

は

な

い

か

と

教

育

長

に

迫

り

ま

し
た
。教

育

長

は
、
複
数
勤

務

地

を

経

験

さ

せ

る

こ

と

は

キ

ャ

リ

ア

形
成
に
お

@ 
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1
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

本
県
に
お
い
て
も
、
突
発
的
に
ク

ラ
ス
タ

l
が
発
生
す
る
な
ど
、
油
断

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同

時
流
行
に
対
し
て
は
、
両
方
を
検
査

し
対
応
で
き
る
医
療
機
関
を

4
2
6

か
所
ま
で
確
保
し
て
い
る
。
発
熱
等

で
受
診
す
る
際
は
、
ま
ず
は
電
話
で

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
を
。
診
療
時

間
外
や
、
か
か
り
つ
け
医
が
な
い
場

合
は
、
新
た
に
設
置
し
た

M
時
間
対

応
の
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
が
、
近
隣

の
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
。

2
社
会
経
済
の
再
活
性
化

こ
れ
ま
で
、
雇
用
維
持
や
事
業
継
続

を
図
る
た
め
、
雇
用
調
整
助
成
金
や
持

続
化
給
付
金
等
に
加
え
、
県
独
自
で

も
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
応
援

金
を
は
じ
め
、
補
助
金
や
応
援
割
等
に

よ
る
観
光
振
興
な
ど
、
再
活
性
化
策
を

進
め
た
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に
改
善
の

動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
。
県
制
度
資
金

に
よ
る
金
融
支
援
に
引
き
続
き
力
を

入
れ
る
。

他
方
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
は
過
去

最
高
の
ペ

l
ス
で
好
調
に
推
移
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
分
空
港
が

4
月
に
宇

宙
港
に
初
め
て
選
定
さ
れ
、
宇
宙
ビ
ジ

ネ
ス
を
本
県
の
新
し
い
活
力
分
野
と

し
て
切
り
拓
く
と
と
も
に
、
先
端
技
術

に
挑
戦
す
る
人
材
の
育
成
や
、
時
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
宇
宙
技
術

へ
の

興
味
・
関
心
の
向
上
に
取
り
組
む
。

大
分
空
港
の
海
上
ア
ク
セ
ス
の
改

善
に
つ
い
て
、
上
下
分
離
方
式
に
よ

る
ホ

l
バ
l
ク
ラ
フ
ト
の
導
入
が
最

も
有
効
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
今
定

例
会
に
お
い
て
関
連
予
算
を
提
案
し

て
い
る
。

3
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
等

被
災
者
の
住
宅
再
建
支
援
を
は
じ

め
、
な
り
わ
い
再
建
補
助
金
に
よ
る
中

小
企
業
等
の
事
業
回
復
も
あ
り
、
復

旧
・
復
興
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
今
後

は
、
予
想
を
上
回
る
速
度
で
顕
在
化
す

る
気
候
変
動
や
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

も
念
頭
に
、
抜
本
的
な
治
山
・
治
水
対

策
の
強
化
、
港
湾
海
岸
の
整
備
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
の
加
速
な

ど
、
事
前
防
災
に
よ
る
強
靭
化
を
さ
ら

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

4
補
正
予
算
案
の
概
要

今
回
の
補
正
額
は
2
億

8
3
3
4

万
l
千
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の
累

計
は
、

7
7
5
7
億

7
6
3
万
4
千

円
と
な
る
。
大
分
空
港
の
海
上
ア
ク

セ
ス
整
備
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公

共
事
業
の
施
工
時
期
の
平
準
化
と
防

災
効
果
の
早
期
発
現
に
向
け
、
日
億

円
の
債
務
負
担
行
為
等
を
設
定
す
る

も
の
。

5
そ
の
他

川
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
職
職
員
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
の
改
定
と
知
事
ほ
か
特
別

職
の
常
勤
職
員
等
も
同
様
の
措
置

を
講
じ
る
も
の
。

ω「
大
分
県
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定

自
転
車
利
用
者
等
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
通
学
に
お

け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
等
の
安
全

上
の
措
置
や
、
自
転
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
等
へ
の
加
入
等
に
つ
い

て

定
め
る
。

『すべての子どもに豊かな学びを保障するために
少人数学級の実現等を求める意見書』を全会一致で可決
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、掌校現場が多忙化しています~ f3密jを避け安全・安J~\な教育環

境を保障するためには、少人数学級の実現が必要でま県民クラブは、①密集等を避けるため少人数学

級の実現を図る、②人的支援及びICT機器等の配備を促進する、③教育環境の充実に必要な財源の計画

的・安定的確保を行う、の3つを国会及び政府に求める意見書を提出。全会一致で司決されました。令回
の意見書採択を少人数学級実現に向けた大きな一歩にしましょう。(PS.昨年12月17目、小学校におい

ては35入学級になることが決まりました。21年度から5年間かけて25年度までに全学年が35人以下
になります二残念ながら、中学校は40人据え置きでま)

@ 



11月
1日おおいた精の日推進大会(圭窃議錦)

2日第2固県政運議員学習会(教育会館)

3日文化の巴臼杵市表彰式(市民会館)
6日議員出前講座打ち合わせ(北中学校)

17日自治体議員団大分県会議

定期総会・研修会(自治労会館)

18日第4固定例会議案説明

19日県政共闘会議各部局交渉(県議会)'"'-'20日

20日 永年割続・産業・技術・経盟各功労者表彰式

(臼杵中央公民館)

25日第4固定例会開会(県議会)

27日内外情勢調査会大分支部懇談会

(オアシスタワー)

28日第16回臼杵市社会福祉大会(市民会館)

臼杵の地酒による乾杯条例施行

5周年記念式典(サーラ-デ-うすき)
30日本会議(先議案の採決)(県議会)

12月
2日一般質問(県議会)"'4日

7日常任委員会(土木建築・

福祉保健生活環境委員会)

11日第4固定例会閉会(県議会)

土木建築委員会参考人招致(県議会)

13日 ElO東九州自動車道4車線化等事業

着工式(臼杵中央公民館)

16日議員出前講座in北中学校

17日土木建築委員会県内所管事務調査.......，18日

自梓の地酒による乾杯条例
施行5周年記怠式興

臼杵市のおいしい地酒をもっと飲もうと5年前に
制定された「地酒による乾杯条例Jo5周年を記念して

恥一一」式典が行われました。野

津会場と臼杵会場、さら

には県外の臼杵の方々と

リモー卜形式で結び、臼

杵の地酒への思いを語り

合いました。

E10東九州自動車道4事緑化等事業活工式
宮河内から津久見聞の自動車道の4車線化が決ま

り、それをお祝いして着工式が行われました。国会議

員をはじめ沿線の自治体の首長他が集まり、工事の無

事を祈願しました。対面式片側1車線では、本来の自

動車道の機能が果

たせませんし、災害

時には通行止め等

で通れなくなりま

すー完成は舎のとこ

ろ未定です二

欝員出前構座in北申掌校
県議会の仕組みゃ議員の活動について知ってもら

い、議会を身近な存在として感じるとともに政治に興

昧をもってもらうため、地元選出の議員が学校にお邪

魔して講義を行っていまま今回が臼杵市で初めての

開講です。志村議員とともに北中学校に出向き、予ど

もたちと意見交換を行いま・

した。うまく伝えられな

かったけど、少しは政治に

興昧関心lを持ってもらえた

かな?

。様々な行事が、新型コロナウイルスのために、中止あるいは延期を余儀なくされていままま

た、各団体の集会や大会も、ご、く隈られた人数で開催となっています。来賓として呼ばれること

がなくなり、麦援者のみなさんと顔を合わせる機会が少なくなっていままなるべく現地ヘ足を

運び、顔を合わせながら、お話させてもらう揚を作っていきたい

です。

く〉東日本自動車道の4車線化が決定しました。高速道の機能強化

の面でも防災時の面においても、4車線化はl必要でした。臼杵港

の新しいフェリーターミナルも計画されています。それに伴っ

て、道路の拡幅工事も予定されています。琶ながらの臼杵の票観

を残しながら、街の風景も新しくなっていくことでしょう。
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